






いま食品ロスが問題になっています！

  コロナ禍で出かけることが出来ないため、普段はあまりテレビを見ない人でも、テレビ
を見ている時間が多くなっていたりするのではないでしょうか。
  私もそんな中の１人なのですが、何気なくテレビを見ている中で、あるＣＭを見て衝撃
を受けました。
  そのＣＭとはＡＣジャパンの「おむすびころりん１億個」です。

  見た事がない方のためにざっとした内容を書きますが、現代版おむすびころりんという
ことで、おじいさんが山でお弁当のおむすびを食べている時に食べきれないおむすびを落
としてしまいます。そのおむすびがころころころりんと転がって、おじいさんがおむすび
を追いかけると、どんどん増えていき、数えきれないほどの量のおむすびが穴に向かって
落ちていき、「おむすびころりん１億個」と表示されて、「日本では、今日も１人につき
おむすび１個分、合わせて１億個分以上の食べ物が捨てられています。」と
ナレーションが入り、「身近なもったいないから、なくしませんか？」
と締めくくります。
正直な感想として「えっ！まさかそんなに！！」と思いました。

そこで元になっているデータを調べてみると、農林水産省の
平成２８年度の食品ロス推計値は６４３万トン。（ちなみに
平成２９年度は６１２万トン。少し減っています。）
これをおむすび１個１１０グラムとして換算すると
（コンビニ各社のおにぎりは大体１００ｇ～１１５ｇ）
年間約５８４億５千個、１日約１．６億個となって
ＣＭではザックリ１億個以上としていますが、かなり
超えている模様です。

6,430,000 トン ＝ 6,430,000,000,000 グラム（年間）
÷ 110 グラム／個

58,454,545,455 個（年間）
÷ 365 日

160,149,440 個（日） ⇒１日あたり１億個以上
日本の人口 ÷ 126,500,000 人（平成３０年：年違いでスミマセン）

1.266 個／人 ⇒１人につき１個以上

  政府広報オンラインによると、食品ロスとは、まだ食べられるのに廃棄される食品のこと。
日本では、年間２，７５９万トン（Ｈ２８年度推計)の食品廃棄物等が出されています。
このうち、まだ食べられるのに廃棄される「食品ロス」は６４３万トン(Ｈ２８年度推計)。
これは世界中で飢餓に苦しむ人々に向けた世界の食糧援助量（平成３０年で年間約３９０万
トン)の１．６倍に相当するとのことです。

  また、日本の食品ロス量年間６４３万トンのうち、事業系は３５２万トンで、主に規格外
品、返品、売れ残り、食べ残しなど。家庭系からは２９１万トンで、主に食べ残し、手つか
ずの食品（直接廃棄）、皮の剥きすぎなど（過剰除去）が発生要因とのことです。
大体４５％くらいが家庭系ということ．．．これは私も心当たりがありますね。反省です。

　　　　（裏面へ続く）
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  食品ロスは世界的にも大きな問題として取り上げられており、最近耳にする機会が増えて
いるＳＤＧｓ（エスディージーズ：持続可能な開発目標）の中にも次のような目標が組み込
まれております。

「２０３０年までに小売・消費段階での世界全体の１人当り食品廃棄物を半減させ、

収穫後損失を含めた製造・供給チェーン全体で食品ロスを削減する。」

飢餓をゼロに
世界の９人に１人が
飢餓人口(約８．２億人)

つくる責任 つかう責任
世界全体で、
食糧生産量の約１／３の
約１３億トンの食糧を廃棄

  ＳＤＧｓは全てがつながった取組みなのですが、食品ロス問題に関しては、特に２つが
ピックアップされています。

  このように世界的な取組みの始まる中で、日本でも令和１年１０月１日に食品ロス削減推
進法が施行されています。（私は今回初めて知りましたが。）
  また長野県では「もったいない！まだ、食べられるのに！」
令和２年度「信州発もったいないキャンペーン」を実施して
います。
  松本市のウェブサイトには無料でダウンロードできる絵本
「もったいないぞう、のこさんぞう」もありました。
以前より食品ロス問題が身近に感じられるようになってきて
いると思います。

アルクマのポスターが目印  →

  我々は農家の皆様にお話を伺う機会が多いのですが、暑い日も寒い日も本当に苦労をして、
おいしい農産物を作っていただいているなぁと感じます。その苦労が無駄にならないように
「おむすびころりん１億個」を思い出しながら、日常生活を見直してみようと感じました。

　 （農業会計室長  赤城　晶大）

政府広報オンラインより  「食品ロスを減らすための工夫」




